
シリーズ

「
私
の
森
語
り
」

「
私
の
森
語
り
」

も
り
か
た

も
り
か
た

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

令和６年５月 第 242号〈シリーズ「私の森語り」〉〈シリーズ「私の森語り」〉
「
組
手
で
つ
な
げ
る
支
援

 
東
北
＋
熊
本
＋
能
登
」

■
自
己
紹
介

　

製
材
業
の
三
代
目
、
先
代
の
死
去
に

伴
い
製
材
業
を
廃
業
。
木
工
業
に
従
事

し
、
壁
材
の
下
地
と
し
て
使
わ
れ
る
胴ど

う

縁ぶ
ち

材
を
使
っ
た
製
品
開
発
に
参
加
。

　

同
縁
材
か
ら
断
面
四
〇
×
一
五
㍉
㍍

の
細
い
平ひ
ら
い
た板
を
取
り
、
組く

で手
を
加
工
し

て
棒
状
の
組
立
部
材
と
し
た「
組く
で
じ
ゅ
う

手
什
」

を
始
め
て
十
三
年
。加
工
機
を
製
作
し
、

自
社
生
産
を
始
め
て
十
年
と
な
り
、「
組

手
什
お
か
げ
ま
わ
し
東
海
」
の
代
表
を

務
め
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

　

組
手
什
は
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
た

く
さ
ん
作
っ
て
広
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
、著
作
権
を
放
棄
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
六
年
一
月
、
能
登
半
島
地
震
発

生
後
に
い
ち
早
く（
公
社
）国
土
緑
化
推

進
機
構
が「
緑
の
募
金
」復
旧
支
援
使
途

限
定
募
金（
地
震
災
害
）と
し
て
、
組
手

什
に
よ
る
避
難
所
等
の
支
援
を
決
め
、

（
公
社
）石
川
県
木
材
産
業
振
興
協
会
の

古
谷
理
事
が
現
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
担
い
、
宮
城
県
の
登と

よ
ま
ま
ち

米
町
森
林
組
合

の
竹
中
参
事
か
ら
は
、
東
日
本
大
震
災

の
経
験
を
生
か
し
た
指
導
・
助
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

女
性
も
、
自
分
た
ち
で
欲
し
い
も
の
を

自
分
た
ち
で
考
え
て
作
れ
る
。」、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
も
一
緒
に
話
し

な
が
ら
作
品
を
作
れ
る
の
で
、
関
係
性

づ
く
り
に
も
良
い
！
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

■
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

ネ
ッ
ト
検
索
で
は
、
あ
ち
こ
ち
で
の

組
手
什
の
イ
ベ
ン
ト
が
ヒ
ッ
ト
し
ま

す
。

　

今
後
は
、能
登
で
の
事
例
を
携
え
て
、

各
地
へ
災
害
備
蓄
と
協
働
支
援
を
呼
び

か
け
て
い
き
ま
す
。

■
連
絡
先

　
愛
知
県
名
古
屋
市

　
　
東
区
矢
田
東
一
‒
七

　
な
が
さ
か
株
式
会
社
内

　https://nagasaka.nagoya/ 

　

初
動
は
一
月
十
七
日
で
し
た
。
岐
阜

県
土と

き岐
市し

か
ら
の
災
害
備
蓄
材
の
二
千

本
と
宮
城
県
の
二
拠
点
か
ら
の
二
千
本

に
加
え
、
続
け
て
愛
知
、
滋
賀
、
栃
木

か
ら
組
手
什
が
届
き
ま
し
た
。
ま
た
、

す
ぐ
に
金
沢
市
で
生
産
が
始
ま
り
、
四

月
中
旬
ま
で
に
二
万
本
以
上
の
組
手
什

が
届
い
て
い
ま
す
。

　

支
援
活
動
に
は
、
熊
本
震
災
支
援
の

ノ
ウ
ハ
ウ
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
始

め
に
公
共
ス
ペ
ー
ス
用
へ
の
下
駄
箱
・

整
理
棚
な
ど
を
被
災
者
と
一
緒
に
組
み

立
て
て
、
組
手
什
の
便
利
さ
と
楽
し
さ

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
に
個
別

ス
ペ
ー
ス
の
小
さ
な
整
理
棚
を
提
供
す

る
と
い
う
流
れ
が
で
き
ま
し
た
。

　

奥お
く

能の

と登
は
少
子
高
齢
化
が
進
む
小
さ

な
集
落
が
多
く
、
小
規
模
な
公
民
館
な

ど
に
避
難
所
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
公
民
館
の
通
路
に
配
置
で

き
る
サ
イ
ズ
の
下
駄
箱
、
収
納
棚
な
ど

が
重
宝
さ
れ
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
小
説
の

セ
リ
フ
の
ご
と
く
「
何
に
で
も
な
る
魔

法
の
材
料
」と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
者
か
ら
は
、「
辛
い
こ
と
も
多

い
け
ど
、
一
緒
に
対
話
し
な
が
ら
も
の

づ
く
り
を
し
て
、
そ
れ
が
形
に
な
る
の

で
前
向
き
に
な
れ
る
！
」、「
子
ど
も
も

ながさか工房

長
ながさか
坂　洋

ひろし
　

災害備蓄用の組手什（土岐市）

七尾市内七尾市内

輪島市内輪島市内

❻❻



今 

は 

昔 

の 

林 

業

今 

は 

昔 

の 

林 

業

中
部
森
林
管
理
局
総
務
課

　
　
　

  

井
上 

日
呂
登

第37回

い
の
う
え

ひ

　
　ろ

　
　と

シリーズ
秘
蔵
写
真

秘
蔵
写
真

　今
は
昔
、山
村
に
暮
ら
す
人
々
と
そ
の
生
業
と
し
て
の

林
業
を
当
局
秘
蔵
の
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

第 242号 令和６年５月

「
裏
木
曽
」そ
の
一

裏
木
曽
と
は

　

東
濃
森
林
管
理
署
管
内
、
現
在
の
中
津
川
市
の
北

東
部
の
森
林
地
域
は
か
つ
て
、「
本も

と

木き

そ曽
」「
表
お
も
て

木き

そ曽
」

と
呼
ば
れ
た
信
州
側
の
木
曽
地
域
に
対
し
て
阿あ
て
ら寺
山

地
を
挟
ん
で
「
裏う
ら

木き

そ曽
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
江
戸
時

代
の
こ
の
地
域
（
濃

の
う
し
ゅ
う州
恵え
な
ぐ
ん
那
郡
加か
し
も
む
ら

子
母
村
、
付つ
け
ち
む
ら

知
村
、

川か
わ
う
え
む
ら

上
村
）
は
木
曽
地
域
と
同
様
に
尾
張
藩
領
で
あ
り
、

時
代
に
よ
っ
て
、「
裏
木
曽
三
ヶ
村
」「
濃
州
三
ヶ
村
」

な
ど
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

信
州
側
の
木
曽
地
域
と
同
様
に
ヒ
ノ
キ
・
サ
ワ
ラ

と
い
っ
た
有
用
な
針
葉
樹
資
源
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地

域
の
森
林
の
多
く
は
、
明
治
時
代
の
半
ば
以
降
は
帝

室
林
野
局
の
御
料
林
と
な
り
ま
す
。
特
に
優
れ
た
天

然
ヒ
ノ
キ
材
を
産
出
し
て
き
た
た
め
、
近
現
代
の「
木

曽
ヒ
ノ
キ
」の
名
声
の
一
定
部
分
は
こ
の
地
域
が
担
っ

て
き
た
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。

付
知
川
に
於
け
る
材
木
伐
出
の
沿
革
と
繪
解

　

昭
和
二
十
八
年
、
付
知
営
林
署（
現
・
東
濃
森
林
管

理
署
）
よ
り
「
付
知
川
に
於
け
る
材
木
伐
出
の
沿
革
と

繪え

解と
き
」と
い
う
資
料
が
刊
行
さ
れ
ま
す
。
本
と
い
う
よ

り
は
、
上
・
下
巻
、
折
り
畳
み
式
の
絵
巻
物
と
い
っ

た
感
の
あ
る
独
特
の
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
資
料
は
裏
木
曽
に
お
け
る
機
械
化
以
前
の
伐

木
運
材
を
描
い
た
も
の
で
、
特
に
付
知
川
で
の
流

り
ゅ
う
ざ
い材

（
川
に
浮
か
べ
た
木
材
を
バ
ラ
バ
ラ
に
流
す
こ
と
）
の

最
盛
期
で
あ
る
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
が
舞
台
と

な
っ
て
い
ま
す
。

裏木曽の古写真（昭和10年代頃）裏木曽の古写真（昭和10年代頃）

「付知川に於ける材木伐出の沿革と繪解」上・下巻「付知川に於ける材木伐出の沿革と繪解」上・下巻

昭和20年代に撮られた現在の付知裏木曽国有林（東濃森林管理署管内）昭和20年代に撮られた現在の付知裏木曽国有林（東濃森林管理署管内）

❼❼❽❽



　
こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
写
真
は
、
当
局
サ
イ
ト

「
モ
ノ
ク
ロ
森
林
紀
行
」
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
カ
ラ
ー
写
真
の
な
い
時
代
へ
時
を
超
え

て
！
む
か
～
し
の
写
真
を
紹
介
す

る
サ
イ
ト
で
す
。

　
当
サ
イ
ト
へ
は
、
コ
ー
ド
を
読

み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

令和６年５月 第 242号
　

こ
の
資
料
は
当
時
の
付
知
営
林
署
長
か
ら
の
依
頼

に
よ
り
、
編
集
・
監
修
を「
三
千
年
物
語
：
付
知
の
あ

ゆ
み
」の
著
作
が
あ
る
三
尾
箕
山（
金
三
）氏
、
画
・
筆

者
が
牧
野
彪
六
郎
氏
（
当
時
付
知
営
林
署
職
員
）、
資

料
の
収
集
に
元
「
総
杣
頭
」
で
あ
っ
た
熊
崎
元
義
氏
の

協
力
を
得
て
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

木
曽
・
飛
騨
地
域
の
古
い
林
業
風
景
を
描
い
た
絵

図
と
し
て「
木
曽
式
伐
木
運
材
図
会
」（
中
部
森
林
管
理

局
所
蔵
）が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
の
裏
木
曽
版

を
作
ろ
う
と
い
う
意
気
込
み
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
の
伐
木
運
材
風
景
を
描
い
た「
木
曽

式
伐
木
運
材
図
会
」
と
は
共
通
す
る
部
分
も
あ
る
一

方
、
明
治
・
大
正
時
代
の
服
装
・
風
習
が
見
ら
れ
、

ま
た
運
材
に
用
い
る
設
備
の
分
解
図
な
ど
は
大
変
詳

細
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

資
料
の
発
行
数
が
限
ら
れ
、
折
り
畳
み
の
絵
巻
物

風
と
い
う
独
特
の
構
成
、
専
門
的
な
説
明
が
取
っ
つ

き
に
く
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注

目
さ
れ
る
機
会
の
少
な
か
っ
た
資
料
で
も
あ
り
ま
す

が
、
描
か
れ
て
い
る
舞
台
で
あ
る
明
治
末
期
か
ら
既

に
百
年
以
上
、
製
作
さ
れ
て
か
ら
も
既
に
七
十
年
が

過
ぎ
、
今
後
ま
す
ま
す
、
往
時
の
林
業
風
景
を
伝
え

て
く
れ
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

「付知川に於ける材木伐出の沿革と繪解」より “簗
やなせぎ

堰”（丸太を水に浮かべて運ぶしかけの一つ）

「付知川に於ける材木伐出の沿革と繪解」より “簗堰の分解図”

「
付
知
川
に
於
け
る
材
木
伐
出
の
沿
革
と
繪
解
」
よ
り

〟技
手
〝（
帝
室
林
野
局
職
員
の
制
服
姿
）

❽❽



第 242号 令和６年５月

　国有林野には、世界自然遺産を始めとする原生的な森林生態系を有する森林や、希少な野生生
物の生育・生息の場となっている森林が多く残されています。
　国有林野事業では、1915 年（大正４年）以降、こうした貴重な森林を「保護林」として設定し、
森林や野生生物等の状況変化に関する定期的なモニタリング調査を実施して、森林の厳格な保護・
管理を行っています。

お問い合わせ先：計画保全部計画課  ダイヤルイン：026-236-2612
※詳細は、コードを
　読み込んでください。

所在地所在地
　長野県 長野市　戸隠豊岡　長野県 長野市　戸隠豊岡

★★

シリーズ

中
部
の
保
護
林（
第
37
回
）

中
部
の
保
護
林（
第
37
回
）

ク
ロ
ベ
が
主
体
の
貴
重
な
天
然
林

ク
ロ
ベ
が
主
体
の
貴
重
な
天
然
林

笠
山
ク
ロ
ベ 

希
少
個
体
群
保
護
林

笠
山
ク
ロ
ベ 

希
少
個
体
群
保
護
林

設
定
目
的

設
定
目
的

　　
笠笠か
さ
や
ま

か
さ
や
ま山山（（
一
、五
五
三

一
、五
五
三
㍍
）
㍍
）に
は
ク
ロ
ベ

に
は
ク
ロ
ベ（（
ネネ

ズ
コ
）
を
主
体
と
し
、
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
や

ズ
コ
）
を
主
体
と
し
、
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
や

カ
ン
バ
類
等
が
混
交
す
る
天
然
林
が
見
ら

カ
ン
バ
類
等
が
混
交
す
る
天
然
林
が
見
ら

れ
ま
す
。

れ
ま
す
。

　
ク
ロ
ベ
を
主
体
と
す
る
天
然
林
は
学
術

　
ク
ロ
ベ
を
主
体
と
す
る
天
然
林
は
学
術

的
に
貴
重
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
護
林
と

的
に
貴
重
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
護
林
と

し
て
こ
の
個
体
群
の
保
護
・
管
理
を
し
て

し
て
こ
の
個
体
群
の
保
護
・
管
理
を
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

地
況
・
林
況

地
況
・
林
況

　
当
保
護
林
は
、

　
当
保
護
林
は
、飯飯い
い
づ
な
や
ま

い
い
づ
な
や
ま

縄
山
縄
山（（
一
、九
一
七

一
、九
一
七
㍍
）
㍍
）

の
南
西
に
あ
る
笠
山
の
西
斜
面
に
位
置
し

の
南
西
に
あ
る
笠
山
の
西
斜
面
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
周
辺
は
飯
縄
山
の
火
山
活
動

て
い
ま
す
。
周
辺
は
飯
縄
山
の
火
山
活
動

で
放
出
さ
れ
た

で
放
出
さ
れ
た
火火か
さ
い

か
さ
い砕砕
岩
が
堆
積
し
、
あ
ま

岩
が
堆
積
し
、
あ
ま

り
土
壌
が
発
達
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の

り
土
壌
が
発
達
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の

急
斜
面
に
ク
ロ
ベ
が
群
生
し
て
い
る
点
が

急
斜
面
に
ク
ロ
ベ
が
群
生
し
て
い
る
点
が

大
き
な
特
徴
で
す
。

大
き
な
特
徴
で
す
。

　

将
来
は
土
壌
が
安
定
す
る
に
し
た
が

　

将
来
は
土
壌
が
安
定
す
る
に
し
た
が

い
、
コ
メ
ツ
ガ
が
優
占
す
る
群
落
へ
遷
移

い
、
コ
メ
ツ
ガ
が
優
占
す
る
群
落
へ
遷
移

し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

❾❾❿❿



令和６年５月 第 242号

　

翌
日
、
東
濃
署
管
内
で
は
、
将
来
、

歴
史
的
木
造
建
築
物
の
修
復
等
へ
の
利

用
を
想
定
し
て
い
る
「
裏う
ら

木き

そ曽
古こ

じ事
の

森
」
に
お
い
て
、
高
齢
級
の
ヒ
ノ
キ
人

工
林
の
整
備
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
令
和
五
年
度
の
同
コ
ン

ク
ー
ル
で「
文
部
科
学
大
臣
賞
」を
受
賞

し
た
中
津
川
市
立
福
岡
小
学
校
を
内
覧

し
ま
し
た
。
地
域
経
済
の
循
環
を
意
識

し
て
、
木
材
の
調
達
か
ら
製
材
ま
で
地

元
の
業
者
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
校
舎

は
、
肌
触
り
の
良
い
柱
が
森
の
木
々
を

想
起
す
る
よ
う
に
配
さ
れ
て
お
り
、
広

い
空
間
に
子
供
た
ち
の
明
る
い
声
が
響

く
、
木
の
温
も
り
に
満
ち
た
施
設
で
し

た
。

　

五
月
一
日
か
ら
二
日
に
か
け
て
、
青

山
林
野
庁
長
官
が
、
木
曽
及
び
東
濃
地

域
を
訪
れ
、
現
地
視
察
や
関
係
者
と
の

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
木
曽
署
管
内
の
赤あ
か
さ
わ沢
自
然

休
養
林
内
の
施
設
や
木
曽
ヒ
ノ
キ
林
を

見
学
し
、
そ
の
後
、
令
和
三
年
度
木
材

利
用
優
良
施
設
コ
ン
ク
ー
ル
「
林
野
庁

長
官
賞
」
を
受
賞
し
た
木
曽
町
役
場
庁

舎
を
訪
問
し
ま
し
た
。「
出

だ
し
ば
り
づ
く
り

梁
造
」と
い

う
木
曽
地
域
の
伝
統
工
法
を
用
い
た
長

大
な
木
造
平
屋
建
て
の
庁
舎
は
、
地
元

産
の
ヒ
ノ
キ
や
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
無む

く垢

材ざ
い
を
現あ
ら
わし
で
配
し
た
明
る
く
開
放
的
な

施
設
で
し
た
。

　

ま
た
、
木
曽
郡
６
町
村
長
と
、
地
域

の
林
業
の
活
性
化
に
向
け
、
現
状
と
課

題
、
将
来
に
向
け
た
展
望
等
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
六
年
に
入
り
、
大
規
模
な
山
林

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
月
に
広

島
県
江
田
島
市
で
二
四
三
㌶
、
四
月
に

岩
手
県
宮
古
市
で
一
八
〇
㌶
、
五
月
上

旬
に
は
山
形
県
南
陽
市
で
一
三
七
㌶
の

山
林
が
焼
失
し
ま
し
た
。
長
野
県
内
で

も
五
月
の
連
休
中
に
、
松
本
市
で
山
林

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
は
平
均
す
る
と
一
年
間
に
約

一
、三
〇
〇
件
の
山
火
事
が
発
生
し
、

そ
の
約
七
割
が
冬
か
ら
春
（
一
月
か
ら

五
月
）
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
春
先
の

山
火
事
は
山
菜
採
り
や
行
楽
で
山
へ
入

る
人
が
増
加
す
る
こ
と
や
、
農
作
業
で

の
枯
草
焼
き
に
よ
る
飛
び
火
な
ど
が
原

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
た
び
山
火

事
が
発
生
す
る
と
消
火
す
る
の
は
非
常

に
困
難
で
、
広
範
囲
の
森
林
が
失
わ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
回
復
す
る
ま
で
に
は

長
い
年
月
と
費
用
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

山
火
事
の
ほ
と
ん
ど
は
人
間
の
不
注

意
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
人

が
火
の
取
扱
い
に
注
意
す
る
こ
と
で
山

火
事
を
未
然
に
防
止
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

編 集 長 だ よ り
（中部の森林へのご意見・ご要望等
の投稿は、migoro＠maff.go.jp
まで電子メールでお送りください。）

　♪屋根より高い鯉のぼり～♪とご対面する機会は少なくなり、最近はもっ
ぱら、河川の両岸に張られたワイヤーに大集結する形でお見かけします。子
どもの成長とともに、押入れや物置の奥へと追いやられていたであろう多く
の鯉たちが、再び風を受け、所狭しと大空を泳ぐ様子は、すでに5月の風景
として定着しているのでしょう。
　その５月、さわやかで気持ちのよい季節のはずですが、今年は春先から気
温の変化が大きく、冷え込みが戻ったり真夏日になったりと、この時期本来
の天候や気温がわからなくなっています。そうした中、４月から新しい場所
での生活がスタートした方にとっては、少しずつ緊張の糸がほぐれてくる時
期でしょうか。いやいや、まだ張りつめている、という方もいらっしゃるか
もしれません。風薫る５月、気分転換も兼ねて青空に泳ぐ鯉を探しに出かけ
てみませんか。メザシでないことを祈りながら。

木曽町役場庁舎内

中津川市立福岡小学校校舎内

山
火
事
防
止
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク　

ま
と
い
リ
ス

林野庁では昭和49年（1974年）に山火
事防止アニメ映画「リスのまとい」を製
作しました。主人公のリスは山火事防止
のシンボルマークに制定されています。

青
山
林
野
庁
長
官
が

�
木
曽
・
東
濃
地
域
を
視
察

山
火
事
に
ご
用
心

❿❿
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中
部
森
林
管
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局
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ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
以

下
を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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